


   

 

家政経済学会・2017 年度シンポジウム 

「消費生活アドバイザーから見る、資格・仕事・学生生活」 
 

2017 年 11 月 25 日（土）13 時 30 分〜16 時 

新泉山館・大会議室 

家政経済学科・家政経済学会 (主催) 

家政経済学科卒業生の会 (共催) 

 

 

企画趣旨 
 消費者と企業や行政の架け橋となり、 

私たちの生活をより良いものにしていくための 

資格として、「消費生活アドバイザー」があります。 

2009 年の消費者庁発足や 2016 年度からの 

国家資格（消費生活相談員）との連動もあり、 

今後ますますの活躍が期待される資格の一つです。 

本学 LLC での受験講座の受講生数も伸びており、 

学生の関心も高まってきました。 

そこで今年の家政経済学会では、 

この消費生活アドバイザーをテーマとする 

シンポジウムを企画いたしました。 

 アドバイザー資格保有者の方々に 

ご登壇いただき、本資格の来歴や魅力、 

学業と資格取得の両立、 

さらに実際のお仕事の様子など、 

さまざまな側面から消費生活アドバイザーについて 

語っていただきます。 

学生・会場からの質疑応答も交えつつ、 

資格とキャリアのあり方について、 

会場のみなさんと考えていくきっかけを 

提供したいと思います。 

 

 

 

 

プログラム 
1. 【講演】消費生活アドバイザーの歴史と展望（講師：大矢野由美子氏） 

2. 【パネルディスカッション】消費生活アドバイザーはどう「役に立つ」のか 

 

 

講師・パネリスト 
大矢野 由美子氏（日本女子大学非常勤講師、立川簡易裁判所民事調停員） 

増茂 智子氏 （家政経済学科卒業生、日本女子大学他非常勤講師） 

久保田 綾希氏 （家政経済学科卒業生、イトーヨーカ堂） 

宮山 華奈氏 （家政経済学科卒業生、三菱自動車工業株式会社） 

山本 みか氏 （家政経済学科卒業生、独立行政法人 国民生活センター） 




